
  
    

DREAMS COME TRUEDREAMS COME TRUEDREAMS COME TRUEDREAMS COME TRUE    
✞教会堂の建設 

✞敬老ホームの設立 

✞幼稚園の設立 
 

        おおおお祈祈祈祈りのりのりのりのリクエストリクエストリクエストリクエスト        

●日本の家族の救いのた

めに 

●各スモールグループのオ

イコス伝導のために 

●入門者クラスのために 

（田中兄、りえ姉、亜津子

姉、裕兄、彩沙姉） 

●英語部の働きのために 

●小さな子供を持つお母

さん方のクラスのため 

●堀田兄弟の神学校での

学びのために 

●癒しの祈り：恵理奈ちゃ

んの網膜芽細胞腫、植木

ケン兄の糖尿病、神崎先

生の目、倉田一徳さんの

脳腫瘍、新井雅之兄の

癌、夕紀子姉の緑内障、

中村裕二先生の直腸

癌、以津子姉、Kahoku さ

ん 
        ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    

Ｄｅｓｅｒｔ Ｗｉｎｄ では、ご

意見・質問等何でも受け

付けております。 
lvjccdw@hotmail.co.jp 
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   ■■主主主主がががが建建建建てられるのでなければてられるのでなければてられるのでなければてられるのでなければ    ■■        
 

                  

 最近は、台風、洪水、地震などの自然災害の被害が頻

繁に聞かれ、世界中が自然災害の恐ろしさを改めて知らされ

ています。人間が築き上げてきた多くの働きが、一瞬にして、

破壊されてしまいます。また、今まで努力して、立ち上げてき

たものが、その努力も空しく、水の泡となってしまいます。もちろ

ん、人々がしてきたことを美化しようと思えば、どんなにでも美

化できるでしょう。しかし、所詮、神から離れ、この世のことしか

考えずになされてきた事は、すべて滅び去るのです。 

  ①①①①    人生人生人生人生はははは不確不確不確不確かであるかであるかであるかである        

  ある人が、「人生で最も確かなことは、人生が不確かであ

るということだ」と言いました。本当にそうですね。そしてその実

証として、シルバースタインという大金持ちの都市開発業者の

体験を紹介しています。彼は、ニューヨークの World Trade 

Center のツインタワーを何としてでも手に入れたいという執念

に燃えていたそうです。そして、とうとう約３７００億円でこの建

物を９９年間借りる契約をしました。しかし、その６週間後、ツ

インタワーはテロリストの襲撃に遭って跡形なく壊れてしまうの

です。 

  旧約聖書の箴言に、「人は心に自分の道を考え計る、し

かし、その歩みを導く者は主である。」と記されていますが、まさ

に神の御心の外でなされる人間の労苦は、すべてが不確かだ

ということです。 

  ②②②②    人生人生人生人生はははは家家家家をををを建建建建てることてることてることてること    

  イエス・キリストは山上の説教の賢い人と愚かな人の譬え

話の中で、岩の上に家を建てた人と砂の上に家を建てた人の

話をされました。賢い人は、神の言葉を土台に人生という家

を築くので、それは岩の上に家を建てたのと同じで、どんな嵐

や洪水が押し寄せてきてもその家は倒れません。ところが愚か

な人は、自分の考えを土台に人生という家を築くので、それは  

 

砂の上に家を建てたのと同じで、人生の嵐や洪水になると、

あっという間に壊されてしまいます。 

  この家とは、私達が存在する所、例えば、それは、この世

界であり、国であり、教会であり、職場であり、家庭であり、つ

まり私たちが生きている所です。ですから、その意味において、

人間は誰でも、この世に生まれて死ぬまでの一生涯、いつも

家を建てています。ところが、この家を神と共に、神の導きの

中で建てる人と、神を無視して自分だけで建てる人とがいる

のです。 

  ③③③③    主主主主がががが家家家家をををを建建建建てられるのでなければてられるのでなければてられるのでなければてられるのでなければ    

  このように人間は、歴史を通して様々な家を建ててきまし

たが、多くの人が神を無視し、自分の力だけで、自分の家を

建ててきました。この人間の姿勢は、２１世紀を迎えた今も、

４０００年前も少しも変わりません。 

  詩篇１２７篇の１節には、「主が家を建てられるのでなけれ

ば、建てる者の勤労はむなしい。」とあります。天地万物を造

られた神は、私たちと共に私たちの家を建てて下さるのです。

ですから、神を無視しながら『家』を建てるなら、それはバベル

の塔です。必ず行き詰まりがやってきます。ですから、人間がど

んなに努力をしても、神が共に家を建てて下さるのでなけれ

ば、建てる者の勤労は空しいのです。 

  かつて、ドイツが、全ヨーロッパに武力で統一国家を作ろう

と計画しました。同じように、日本も大東亜共栄圏と言って、

東南アジアの支配を計画したことがありました。しかし、神は、

それを許されませんでした。ソ連の共産主義はどうでしょう？ 

彼らは、人間は人間の知恵によってユートピアを築くことができ

るので、神などは要らないと言いました。しかし、１９９１年、ソ

連は崩壊しました。   

  私たちが豊かな人生を過ごし、いつまでも残るもののため

に働くには、神様を世界の中心、国家の中心、社会の中

心、そして、家庭の中心に置くべきです。そうすれば、私たちの

人生は、岩の上に建てられた家になります。神は、あなたの人

生にそういう家を建てようと願っておられるのです。 

 

 

        ●● 主主主主にあるにあるにあるにあるラスベガスラスベガスラスベガスラスベガスのののの家族家族家族家族へへへへ ●●    
                           ●●●●    鈴鹿早希鈴鹿早希鈴鹿早希鈴鹿早希 

 

  『愛する天のお父様、もしラスベガスがあなたの御心なら、

どうか “しるし” を与えてください。あなたの御名によって祈りま

す。アーメン。』  

  ２００８年６月。私は、サンディエゴにある短期大学の課程

を修了し、４年制大学のＵＮＬＶに編入するため、ラスベガス

に引っ越して来ました。２００６年にサンディエゴで洗礼を受

け、クリスチャンになった私にとって、ラスベガスで再び教会を探

し、生活を築いていくことに不安がありました。それで、私は主

に御心を教えてくださるように祈りました。 

  サンディエゴで行っていた教会の牧師先生から、鶴田先生

の連絡先をもらっていたので、早速お電話し、引越し後の礼

拝に参加したことを、今でも昨日のことのように覚えています。

皆さんが本当に素敵な笑顔で迎え入れてくださり、心が温まり

ました。一人の兄弟が初めに話しかけてくださいました。いつ

も、その兄弟は新しく教会にいらっしゃった方に率先して話しか

けておられるので、私のときも、やはりそうでした。ある姉妹とお

話した後、賛美の奉仕を早速することになったので驚きまし

た。あっという間に教会員の一人になったからです。他の姉妹

とお話した際には、その姉妹がリーダーをされているスモールグ

ループに誘っていただき、早速参加することになりました。主は

全く真実なお方で、私の祈りにこのようにして応えてくださいま

した。やはり、ラスベガスに引っ越してくることは主の御心であっ

たという確信が、教会を訪れた初日に表されたのです。 

  その２ヵ月後、私は、鶴田先生のもとで初心者クラスを受

けさせていただくようになりました。当時クリスチャン２年目であっ

た私は、ある程度聖書のこと、イエス様のことなど理解していた

つもりでした。しかし、初心者クラスを通して、私が如何に聖書

について、特に人間の罪と救いについて無知であったかを知ら

されることとなりました。主は哀れみ深く、愛のお方ですから、

私を信仰の深みへと導くために、私をラスベガスに引っ越しさせ

たのだということが分かりました。 

  また、ラスベガス日本人教会に来てから、私は霊の賜物を

発見することが出来ました。それは、伝道・リーダーショップ・奉

仕の賜物です。賜物は、私が救われたときに主が与えてくださ

った素晴らしいギフトです。この発見により、私は以前よりも主  

 

にこの人生を用いていただきたい！と強く祈るようになりました。

すると、全能の主は私の人生に鮮やかに現れてくださるように

なりました。以前は正直、自分の能力を誇っていた私ですが、

主は私の祈りに応えるために、全く心を変えてくださったので

す。更に主は、以前の私よりはるかに勝る知恵と能力を与え

てくださるようになりました。これはもはや私から出た能力ではな

いと確信し、主の偉大さを再確認したのでした。 

  その後主は、学生伝道のために私の人生を用いてくださる

ようになりました。何人かの学生が教会を訪れるようになり、初

心者クラスを受け始め、洗礼を受ける友人も出始めました。

私はまだ当時３年目のクリスチャンで、友人が救われていく姿

を見たのはこれが初めてでしたので、心から感動しました。そこ

には、自分が救われた時よりも大きな喜びがありました。いよい

よ学生が増え始め、主はこのラスベガス日本人教会に青年会

という新たな働きを与えてくださいました。その働きは毎週日曜

礼拝後、賛美と聖書の学びによって続けられています。 

  このように素晴らしい２年間を過ごさせていただいたラスベガ

ス日本人教会には、あまりにもたくさんの思い出があって語り

尽くせませんが、一つ一つの思い出と経験が、これから主の御

用のために活かされていくことを確信しています。そして今主

は、私を日本に戻そうとしておられますが、神様がおられるとい

う前提の元に生きている私の人生には、希望と喜びと平安が

あります。大好きなこの教会の兄弟姉妹とお別れすることは、

本当に寂しくてなりません。でも、私たちはイエス様にあっていつ

も一つです。この教会のかけがえのない兄弟姉妹が、主から

受けた愛で私に注いでくださった優しさ、励まし、そして祈りを

心から感謝します。 

  大学の卒業式を機に、日本から両親がラスベガスを訪れ

た際に、教会の兄弟姉妹方が、神様の愛を私の両親に注い

でくださいました。私の両親はまだ救いを受け入れていません

が、この教会を訪れ主の愛に触れたことによって、宗教のイメ

ージがあまりよくなかった両親の心の氷が溶かされているのを感

じます。日々、主の哀れみと導きを感謝せずにはおれません。 

  主は御心をいつもなさるお方であることを、深く思わされた

ラスベガスでの２年間でした。主はどんな時でも私の祈りを無

視されず、義と愛の方法で応えてくださいました。 

  祈りの応えである、かけがえのないラスベガス日本人教会

の家族に心から感謝して。 アーメン。 
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 ベランダの向こうで、いつ

も妙な鳴き方をするモッキ

ンバードという鳥がいるので

すが、その鳥、ご存知です

か？和名はマネシツグミと

言うそうです。その名の通

り、他の鳥の鳴き声を真

似て鳴くのですが、次から

次へと休みなく声帯模写

よろしく美声を披露してく

れます。初めはたくさんの

鳥がいるのだろうと思って

いましたが、それが１羽の

鳥から出ている鳴き声だと

知った時、耳を疑いまし

た。神様は何と面白い事

をなさるのでしょう。その鳴

き声を聞いていて、はたし

てモッキンバードは自分の

鳴き声を知っているのか

な、と思いました。そんな

事を考えていたら、人間だ

って本当の自分は何か知

っている人っているかどう

か。でも、たぶん知らなくて

いいのかもしれない。知っ

ていたら、「自分とは何か」

と考える機会を失ってしま

うかもしれないから。 

 

  


